
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】少ない換気風量の喫煙室内に設置しても、吸込

容量を増すことなく吸込口回りの紫煙の有効吸込量を多

くし、喫煙者の影響を軽減出来、紫煙漏れも防げる喫煙

用空気清浄機及びそれを設置した喫煙室を提供する。

【解決手段】鉄道車両の喫煙室に設置され、機体２上部

に立設してある筒体３の壁面にエアー流入口４を接線方

向に設けて竜巻式吸込口部５とすると共に、機体２下部

に排出流速が０．２ｍ／秒未満である排出口部６を設け

、且つ竜巻式吸込口部５と排出口部６との間の機体２内

に空気清浄機器７及び送風機８を設けてなり、竜巻式吸

込口部５からエアーを吸い込み空気清浄機器７を通過し

た清浄化エアーを、排出口部６から排出流速０．２ｍ／

秒未満の微風流にして排出し、一定空間内での乱流発生

を防止する。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 機 体 上 部 に 立 設 し て あ る 筒 体 の 壁 面 に 少 な く と も １ の エ ア ー 流 入 口 を 接 線 方 向 に 設 け て
竜 巻 式 吸 込 口 部 と す る と 共 に 、 前 記 機 体 の 下 部 に 排 出 流 速 が ０ ． ２ ｍ ／ 秒 未 満 で あ る 排 出
口 部 を 設 け 、 且 つ 前 記 竜 巻 式 吸 込 口 部 と 気 流 的 に 下 流 と な る 前 記 排 出 口 部 と の 間 の 機 体 内
に 空 気 清 浄 機 器 及 び 送 風 機 を 設 け て な り 、 前 記 エ ア ー 流 入 口 か ら エ ア ー を 吸 い 込 み 前 記 筒
体 内 で 竜 巻 と し 、 更 に 前 記 機 体 内 の 空 気 清 浄 機 器 を 通 過 さ せ て 形 成 し た 清 浄 化 エ ア ー を 、
前 記 排 出 口 部 か ら 排 出 流 速 ０ ． ２ ｍ ／ 秒 未 満 の 微 風 流 に し て 排 出 し 、 一 定 空 間 内 で の 乱 流
発 生 を 防 止 し た こ と を 特 徴 と す る 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 竜 巻 式 吸 込 口 部 は 、 透 明 で あ り 且 つ 前 記 機 体 に 対 し 着 脱 自 在 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の
喫 煙 用 空 気 清 浄 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 竜 巻 式 吸 込 口 部 は ラ イ ト ア ッ プ さ れ 、 前 記 筒 体 内 で 発 生 し た 竜 巻 の 視 認 性 を 向 上 さ
せ た 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 竜 巻 式 吸 込 口 部 は 複 数 で あ る 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載 の 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 排 出 口 部 は 前 記 機 体 の 両 側 に 延 出 し て あ り 、 且 つ こ の 延 出 部 内 に 邪 魔 板 を 設 け て 延
出 部 の エ ア ー 排 出 面 か ら の 清 浄 化 エ ア ー を 、 排 出 流 速 ０ ． ２ ｍ ／ 秒 未 満 の 均 質 な 微 風 流 に
し た 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ ま た は ４ 記 載 の 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 一 定 空 間 内 に 請 求 項 １ な い し ５ に 記 載 の 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 を 設 置 し 、 且 つ 前 記 一 定 空 間
に 換 気 口 及 び 流 入 口 を 設 け て な り 、 前 記 流 入 口 の 流 入 面 積 は 前 記 換 気 口 の 換 気 風 量 に 対 し
て ０ ． ２ ｍ ／ 秒 未 満 の 流 速 に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 喫 煙 室 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 一 定 空 間 は 乗 り 物 に 設 置 さ れ て い る 請 求 項 ６ 記 載 の 喫 煙 室 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 喫 煙 空 間 や リ フ レ ッ シ ュ 空 間 な ど 、 特 に 乗 り 物 用 の 喫 煙 空 間 に 設 置 す る 喫 煙
用 空 気 清 浄 機 及 び そ れ を 設 置 し た 喫 煙 室 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 、 煙 草 の 紫 煙 を 清 浄 化 す る 空 気 清 浄 機 は 大 別 し て ３ 種 類 あ る 。 こ れ ら は 、 １ ． 紫 煙
を 直 接 的 に 吸 引 し て 清 浄 化 す る タ イ プ 、 ２ ． 一 定 空 間 を エ ア ー カ ー テ ン や 仕 切 板 な ど で 囲
い 、 紫 煙 を 出 さ な い よ う に す る と 共 に そ の 囲 い 内 で 吸 引 し て 清 浄 化 す る タ イ プ 、 ３ ． 上 記
の １ と ２ と を 組 合 せ た も の で 、 紫 煙 を 直 接 的 に 吸 引 し て 清 浄 化 し 、 吸 引 出 来 な か っ た 紫 煙
を 囲 い か ら 外 に 出 さ な い よ う に す る タ イ プ 、 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ▲ １ ▼ の タ イ プ と し て は 、 本 出 願 人 の 次 の よ う な も の が 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 　 特 開 平 ９ － １ ２ １ ９ ４ ７ 号 公 報
　 こ の 文 献 に よ れ ば 、 空 気 清 浄 機 で あ る 喫 煙 カ ウ ン タ ー ａ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 建 造 物
の 室 内 の 任 意 箇 所 に 配 置 さ れ 、 カ ウ ン タ ー 本 体 ｂ の 側 面 に 排 気 口 ｃ を 設 け る と 共 に 上 面 に
吸 気 口 ｄ を 設 け 、 該 吸 気 口 ｄ の 上 方 に 遮 蔽 板 ｅ を 支 柱 ｆ に よ り 支 持 し て 設 け 、 吸 気 口 ｄ と
排 気 口 ｃ と の 間 の カ ウ ン タ ー 本 体 ｂ 内 に 空 気 清 浄 機 器 及 び 送 風 機 を 設 け た も の で あ る 。 こ
の 喫 煙 カ ウ ン タ ー ａ の 周 辺 で 人 が 煙 草 を 吸 う と 、 紫 煙 は 周 辺 の エ ア ー と 共 に 遮 蔽 板 ｅ に ガ
イ ド さ れ 吸 気 口 ｄ か ら カ ウ ン タ ー 本 体 ｂ 内 に 入 り 、 空 気 清 浄 機 器 に よ り 清 浄 化 さ れ て 排 気
口 ｃ か ら 外 部 に 排 気 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 ▲ ２ ▼ の タ イ プ と し て は 、 次 の よ う な も の が 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 ２ 】 　 実 開 平 ７ － ３ ５ ９ ２ ７ 号 公 報
　 こ の 文 献 に よ れ ば 、 空 気 清 浄 機 で あ る 喫 煙 ユ ニ ッ ト ａ １ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 建 造 物
の 室 内 に お け る 天 井 部 ｇ の 周 囲 に 吹 出 口 ｈ が あ り 、 天 井 部 ｇ の 中 央 部 に 吸 気 口 ｄ が あ っ て
、 吹 出 口 ｈ か ら の エ ア ー カ ー テ ン ｉ に よ り 床 ｊ 、 天 井 部 ｇ と 相 ま っ て 喫 煙 空 間 Ａ を つ く り
、 こ の 喫 煙 空 間 Ａ 内 の エ ア ー を 天 井 部 ｇ の 吸 気 口 ｄ に て 吸 引 し て 喫 煙 空 間 Ａ 内 を 一 時 的 に
負 圧 に し て 、 室 内 の 他 の 空 間 に 紫 煙 や 悪 臭 を 流 出 し な い よ う に し 、 天 井 部 ｇ 内 に あ る 空 気
清 浄 機 器 に よ り 清 浄 化 エ ア ー と し て 再 び 吹 出 口 ｈ か ら 吹 き 出 し て 、 エ ア ー カ ー テ ン ｉ と し
て 循 環 さ せ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ▲ ３ ▼ の タ イ プ と し て は 、 本 出 願 人 の 次 の よ う な も の が 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 ３ 】 　 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ７ ４ ０ １ １ 号 公 報
　 こ の 文 献 に よ れ ば 、 空 気 清 浄 機 で あ る 気 流 制 御 型 分 煙 機 ａ ２ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 機
械 本 体 ｍ が 、 箱 体 ｎ の 側 部 に パ ネ ル ｏ を 取 り 付 け た 形 状 と し 、 該 パ ネ ル ｏ に こ れ と 共 に 建
造 物 の 室 内 を 区 分 け す る た め の エ ア ー カ ー テ ン ｉ を 形 成 す る 吹 出 口 ｈ を 設 け 、 箱 体 ｎ に エ
ア ー カ ー テ ン ｉ に よ り 区 分 け し た 一 方 の 喫 煙 空 間 Ａ に 位 置 さ せ た 吸 気 口 ｄ を 設 け て 、 他 方
の 非 喫 煙 空 間 Ｂ に 位 置 さ せ た 排 気 口 ｃ を パ ネ ル ｏ に 設 け 、 箱 体 ｎ 内 に 空 気 清 浄 機 器 を 設 け
て な り 、 排 気 口 ｃ か ら の 清 浄 化 エ ア ー の 排 気 量 を 少 な く と も 非 喫 煙 空 間 Ｂ か ら の 外 部 巻 込
エ ア ー 量 Ｑ よ り も 大 と な る よ う に 設 定 し 、 パ ネ ル ｏ 及 び エ ア ー カ ー テ ン ｉ に よ り 室 内 を 区
分 け し た 吸 気 口 ｄ 側 の 喫 煙 空 間 Ａ 内 を 負 圧 状 態 に し た も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 喫 煙 空 間
Ａ 内 に あ る 機 械 本 体 ｍ 周 辺 の 紫 煙 を 直 ち に 吸 気 口 ｄ か ら 吸 い 込 み 、 空 気 清 浄 機 器 に よ り 清
浄 化 エ ア ー に し 、 そ の 一 部 を 排 気 口 ｃ か ら 外 部 巻 込 エ ア ー 量 Ｑ よ り も 大 と な る よ う に 非 喫
煙 空 間 Ｂ に 排 気 し て 、 喫 煙 空 間 Ａ 内 を 負 圧 状 態 に 保 持 し 、 清 浄 化 エ ア ー の 残 り を 吹 出 口 ｈ
か ら 吹 き 出 し エ ア ー カ ー テ ン ｉ と し て 、 吸 気 口 ｄ に 吸 い 込 ま れ な か っ た 紫 煙 も 、 喫 煙 空 間
Ａ 内 が 負 圧 状 態 で あ る か ら 、 最 終 的 に 吸 気 口 ｄ に 吸 い 込 ま れ 空 気 清 浄 機 器 に よ り 清 浄 化 エ
ア ー に さ れ 、 排 気 口 ｃ か ら 非 喫 煙 空 間 Ｂ に 排 出 さ れ る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ７ の 喫 煙 カ ウ ン タ ー ａ は 、 室 内 な ど に 配 置 す れ ば 簡 単 に 紫 煙 処 理 機 能 を 有 し た 喫 煙 室
と な り 、 喫 煙 者 と 言 え ど も 他 人 の 紫 煙 は 出 来 れ ば 避 け た い と い う 願 望 を 満 た す こ と が 出 来
て 都 合 が よ い 。 し か し な が ら 、 こ の 喫 煙 カ ウ ン タ ー ａ を 喫 煙 室 内 に 設 置 し て も 、 喫 煙 者 が
喫 煙 カ ウ ン タ ー ａ の 吸 気 口 ｄ 回 り の 有 効 吸 込 領 域 内 に 紫 煙 を 吐 き 出 さ な け れ ば 、 紫 煙 を 直
ち に 吸 い 込 む こ と は 出 来 ず 喫 煙 室 内 を 漂 う こ と に な り 、 喫 煙 者 は 紫 煙 に 晒 さ れ 上 記 願 望 が
満 た さ れ ず 、 清 浄 化 の 機 能 を 損 な う 。 こ の 有 効 吸 込 領 域 は 、 喫 煙 カ ウ ン タ ー ａ の 吸 込 容 量
に 依 存 し 、 こ れ を 広 げ る に は 吸 込 容 量 を 増 や す し か な い 。 こ の 吸 込 容 量 を 増 や す と 、 そ の
分 清 浄 化 エ ア ー が 下 部 の 排 気 口 ｃ か ら 勢 い よ く 床 面 に 吐 き 出 さ れ 、 そ れ が 喫 煙 室 内 の 壁 に
当 た り 乱 流 と な っ て 、 吸 気 口 ｄ 回 り の 有 効 吸 込 領 域 に 悪 影 響 を 及 ぼ し 、 期 待 し た 有 効 吸 込
領 域 の ア ッ プ に つ な が ら ず 、 喫 煙 者 は 紫 煙 に 晒 さ れ る 状 態 と な り 髪 の 毛 や 衣 服 に 臭 い が 付
着 し 、 換 気 口 が 喫 煙 室 に あ っ て も ド ア な ど の 隙 間 か ら 清 浄 化 エ ア ー と 共 に 紫 煙 も 外 部 に 流
失 し 易 く な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 図 ８ の 喫 煙 ユ ニ ッ ト ａ １ は 、 室 内 に 配 置 す れ ば 、 紫 煙 処 理 機 能 を 有 し た 喫 煙 所 と
な り 得 る 点 で 都 合 が よ い 。 し か し な が ら 、 こ の 喫 煙 ユ ニ ッ ト ａ １ は 、 大 が か り な も の で あ
る か ら 、 容 易 に 移 動 出 来 ず 、 室 内 を 簡 易 的 に 紫 煙 処 理 機 能 を 有 し た 喫 煙 所 と す る こ と が 困
難 で あ る 。 加 え て 、 天 井 部 ｇ を 支 持 す る 柱 ｋ が 必 要 と な り 、 ま た 、 天 井 に 吊 る す よ う な タ
イ プ に し て も 、 喫 煙 空 間 Ａ 内 を 一 時 的 に 負 圧 状 態 に す る こ と が 出 来 る が 、 中 央 部 に あ る 吸
気 口 ｄ か ら 吸 い 込 ん だ エ ア ー は 、 そ の 全 量 を 再 び 吹 出 口 ｈ か ら の エ ア ー カ ー テ ン ｉ と す る
か ら 、 結 局 喫 煙 空 間 Ａ 内 を 恒 常 的 に 負 圧 状 態 に す る こ と が 出 来 ず 、 紫 煙 が 喫 煙 空 間 Ａ 外 に
流 出 す る 。 し た が っ て 、 こ の 喫 煙 ユ ニ ッ ト ａ １ は 、 集 煙 効 果 が 期 待 で き ず 、 し か も 直 接 的
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に 紫 煙 を 吸 引 し な い か ら 、 喫 煙 者 と 言 え ど も 他 人 の 紫 煙 を 出 来 れ ば 避 け た い と い う 願 望 も
満 た す こ と が 出 来 な い 。 更 に 、 健 康 増 進 法 の 基 準 を 完 全 に ク リ ア ー す る に は 喫 煙 空 間 Ａ を
壁 に て 囲 う 必 要 が あ り 、 喫 煙 ユ ニ ッ ト ａ １ の 出 入 り 自 在 の 易 喫 煙 所 創 設 性 の メ リ ッ ト が 失
わ れ 、 煩 わ し く な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 図 ９ の 気 流 制 御 型 分 煙 機 ａ ２ は 、 室 内 の 公 共 ス ペ ー ス な ど に 配 置 す れ ば 簡 単 に 紫
煙 処 理 機 能 を 有 し た 喫 煙 所 と な り 、 喫 煙 者 と 言 え ど も 他 人 の 紫 煙 は 出 来 れ ば 避 け た い と い
う 願 望 を 満 た し 、 喫 煙 者 が 吸 気 口 ｄ 回 り の 有 効 吸 込 領 域 か ら 離 れ て 紫 煙 を 吐 き 出 し て も 、
パ ネ ル ｏ 及 び エ ア ー カ ー テ ン ｉ に よ り 創 設 し た 喫 煙 空 間 Ａ 内 で あ れ ば 紫 煙 が 漏 れ ず 、 喫 煙
マ ナ ー に 集 煙 効 果 を 大 き く 依 存 せ ず 都 合 が よ い 。 し か し な が ら 、 こ の 気 流 制 御 型 分 煙 機 ａ
２ は 、 室 内 の 公 共 ス ペ ー ス の 壁 際 な ど に 設 置 し な け れ ば 、 有 利 性 を 発 揮 出 来 な い な ど の 制
約 が あ り 、 ま た 、 図 ７ の 喫 煙 カ ウ ン タ ー ａ と 同 様 に 吸 気 口 ｄ 回 り の 有 効 吸 込 領 域 内 で 喫 煙
を し な け れ ば 、 紫 煙 は 喫 煙 空 間 Ａ 外 に 漏 れ る こ と が 無 い も の の 、 喫 煙 空 間 Ａ 内 を 漂 い 喫 煙
者 に 影 響 を 及 ぼ し 、 む や み に 吸 込 容 量 を 増 や し て も 期 待 し た 有 効 吸 込 領 域 の ア ッ プ に つ な
が ら な い 。 更 に 、 健 康 増 進 法 の 基 準 を 完 全 に ク リ ア ー す る に は 喫 煙 空 間 Ａ を 壁 に て 囲 う 必
要 が あ り 、 気 流 制 御 型 分 煙 機 ａ ２ の 出 入 り 自 在 の 易 喫 煙 所 創 設 性 の メ リ ッ ト が 失 わ れ 、 煩
わ し く な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 考 案 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 少 な い 換 気 風 量 の 喫 煙 室 内 に 設
置 し て も 、 吸 込 容 量 を 増 や す こ と な く 、 吸 込 口 回 り の 紫 煙 の 有 効 吸 込 量 を 多 く で き 、 喫 煙
者 に 対 す る 影 響 を 軽 減 出 来 、 そ の 上 に 紫 煙 漏 れ を 防 ぐ こ と の で き る 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 及 び
そ れ を 設 置 し た 喫 煙 室 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 考 案 は 、 上 記 課 題 を 達 成 す る た め に 提 案 さ れ た も の で あ っ て 、 下 記 の 構 成 か ら な る こ
と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 す な わ ち 、 請 求 項 １ 記 載 の 考 案 は 、 機 体 上 部 に 立 設 し て あ る 筒 体 の 壁 面 に 少 な く と も １
の エ ア ー 流 入 口 を 接 線 方 向 に 設 け て 竜 巻 式 吸 込 口 部 と す る と 共 に 、 前 記 機 体 の 下 部 に 排 出
流 速 が ０ ． ２ ｍ ／ 秒 未 満 で あ る 排 出 口 部 を 設 け 、 且 つ 前 記 竜 巻 式 吸 込 口 部 と 気 流 的 に 下 流
と な る 前 記 排 出 口 部 と の 間 の 機 体 内 に 空 気 清 浄 機 器 及 び 送 風 機 を 設 け て な り 、 前 記 エ ア ー
流 入 口 か ら エ ア ー を 吸 い 込 み 前 記 筒 体 内 で 竜 巻 と し 、 更 に 前 記 機 体 内 の 空 気 清 浄 機 器 を 通
過 さ せ て 形 成 し た 清 浄 化 エ ア ー を 、 前 記 排 出 口 部 か ら 排 出 流 速 ０ ． ２ ｍ ／ 秒 未 満 の 微 風 流
に し て 排 出 し 、 一 定 空 間 内 で の 乱 流 発 生 を 防 止 し た こ と を 特 徴 と す る 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 で
あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 考 案 は 、 前 記 竜 巻 式 吸 込 口 部 は 透 明 で あ り 且 つ 前 記 機 体 に 対 し 着 脱 自 在
で あ る こ と を 特 徴 と す る 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 考 案 は 、 前 記 竜 巻 式 吸 込 口 部 を ラ イ ト ア ッ プ し 、 そ の 筒 体 内 で 発 生 し た
竜 巻 の 視 認 性 を 向 上 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 考 案 は 、 前 記 竜 巻 式 吸 込 口 部 は 複 数 で あ る こ と を 特 徴 と す る 喫 煙 用 空 気
清 浄 機 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 考 案 は 、 前 記 排 出 口 部 は 前 記 機 体 の 両 側 に 延 出 し て あ り 、 且 つ こ の 延 出
部 内 に 邪 魔 板 を 設 け て 延 出 部 の エ ア ー 排 出 面 か ら の 前 記 清 浄 化 エ ア ー を 、 ０ ． ２ ｍ ／ 秒 未
満 の 均 質 な 微 風 流 に し た こ と を 特 徴 と す る 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 考 案 は 、 一 定 空 間 内 に 上 記 の 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 を 設 置 し 、 且 つ 前 記 一 定
空 間 に 換 気 口 及 び 流 入 口 を 設 け て な り 、 前 記 流 入 口 の 流 入 面 積 は 前 記 換 気 口 の 換 気 風 量 に
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対 し て ０ ． ２ ｍ ／ 秒 未 満 の 流 入 風 速 に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 喫 煙 室 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 考 案 は 、 前 記 一 定 空 間 は 乗 り 物 に 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 喫 煙
室 で あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 詳 述 し た よ う に 、 本 考 案 に よ れ ば 、 以 下 の よ う な 効 果 が あ る 。
　 請 求 項 １ 記 載 の 考 案 は 、 機 体 内 の 送 風 機 を 駆 動 さ せ る と 、 エ ア ー は 、 竜 巻 式 吸 込 口 部 の
エ ア ー 流 入 口 か ら 接 線 方 向 に 流 入 し て 、 筒 体 壁 面 に ガ イ ド さ れ 竜 巻 と な り 、 そ の 後 機 体 内
に 入 り 空 気 清 浄 機 器 に て 清 浄 化 さ れ 、 機 体 下 部 の 排 出 口 部 か ら ０ ． ２ ｍ ／ 秒 未 満 の 微 風 流
の 清 浄 化 エ ア ー と し て 排 出 さ れ る 。 し た が っ て 、 筒 体 内 の 竜 巻 に よ り エ ア ー 流 入 口 か ら 平
均 的 に エ ア ー を 吸 い 込 む こ と が 出 来 る か ら 、 吸 込 容 量 を 増 や さ な く て も 、 竜 巻 式 吸 込 口 部
回 り の 紫 煙 の 有 効 な 吸 込 量 を 多 く で き 、 そ の 上 、 清 浄 化 エ ア ー に よ る 乱 流 も 起 き づ ら い か
ら 、 喫 煙 者 に 対 す る 影 響 を 軽 減 出 来 、 一 定 空 間 内 か ら の 紫 煙 漏 れ も 防 ぐ こ と が で き る 効 果
が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 考 案 は 、 喫 煙 者 が 竜 巻 式 吸 込 口 部 回 り に 紫 煙 を 吐 き 出 す と 、 紫 煙 は 周 囲
の エ ア ー と 共 に 透 明 の 竜 巻 式 吸 込 口 部 に お け る エ ア ー 流 入 口 か ら 、 透 明 の 筒 体 内 に 流 入 し
紫 煙 を 含 ん だ 竜 巻 と な り 、 紫 煙 の 色 に よ り 竜 巻 が 可 視 化 す る 。 一 方 、 時 の 経 過 と 共 に 透 明
の 筒 体 が 紫 煙 に よ り 汚 れ 、 筒 体 内 の 竜 巻 が 見 づ ら く な る と 、 竜 巻 式 吸 込 口 部 を 取 り 外 し 清
掃 し て 再 び 取 り 付 け る 。 し た が っ て 、 上 記 効 果 に 加 え て 、 筒 体 内 で 発 生 し て い る 竜 巻 を 見
よ う と し て 、 喫 煙 者 は 紫 煙 を 竜 巻 式 吸 込 口 部 の エ ア ー 流 入 口 回 り に 吐 き 出 す こ と に な り 、
紫 煙 を 効 率 よ く 吸 い 込 む こ と が 出 来 、 且 つ 竜 巻 式 吸 込 口 部 の 透 明 状 態 を 保 持 し て 、 紫 煙 の
吸 込 効 率 を 高 水 準 に 保 て 得 る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 考 案 は 、 ラ イ ト ア ッ プ に よ り 筒 体 内 で 発 生 し た 竜 巻 が 更 に よ く 見 え る 。
し た が っ て 、 上 記 効 果 に 加 え て 、 紫 煙 を な お 一 層 効 率 よ く 吸 い 込 む こ と が 出 来 る 効 果 が あ
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 考 案 は 、 喫 煙 者 が 吐 き 出 し た 紫 煙 は 、 複 数 の 竜 巻 式 吸 込 口 部 の 流 入 口 か
ら 周 囲 の エ ア ー と 共 に 透 明 の 筒 体 内 に 流 入 し て 、 紫 煙 を 含 ん だ 可 視 化 の 竜 巻 と な る 。 し た
が っ て 、 上 記 効 果 に 加 え て 、 竜 巻 式 吸 込 口 部 の 流 入 口 が 複 数 あ る 分 、 な お 一 層 効 率 よ く 紫
煙 を 吸 い 込 む こ と が 出 来 る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 考 案 は 、 機 体 内 の 空 気 清 浄 機 器 に て 清 浄 化 さ れ た 清 浄 化 エ ア ー は 、 機 体
下 部 の 両 側 に 延 出 し て あ る 排 出 口 部 に よ り 二 手 に 分 か れ て 半 分 に 減 り 、 そ の 延 出 部 内 に 入
っ て 邪 魔 板 に 当 た り そ の 流 速 を 減 衰 し 、 そ の 後 、 後 続 の 清 浄 化 エ ア ー に 押 さ れ て 、 エ ア ー
排 出 面 か ら ０ ． ２ ｍ ／ 秒 未 満 の 均 質 な 微 風 流 と し て 排 出 さ れ る 。 し た が っ て 、 上 記 効 果 に
加 え て 、 清 浄 化 エ ア ー に よ る 乱 流 の 発 生 を 確 実 に 抑 え 得 て 、 な お 一 層 喫 煙 者 に 対 す る 影 響
を 軽 減 出 来 、 一 定 空 間 内 か ら の 紫 煙 漏 れ も 防 ぐ こ と が で き る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 考 案 は 、 一 定 空 間 内 の 換 気 口 か ら エ ア ー を 換 気 す る と 、 そ の 換 気 風 量 に
見 合 う 外 気 が 流 入 口 か ら ０ ． ２ ｍ ／ 秒 未 満 の 流 速 に て 進 入 す る が 、 進 入 外 気 は 流 速 が 遅 い
た め 指 向 性 を 持 た ず 、 一 方 、 一 定 空 間 内 設 置 の 上 記 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 に お け る 排 出 口 部 か
ら の 清 浄 化 エ ア ー も 、 ０ ． ２ ｍ ／ 秒 未 満 の 微 風 流 で あ る か ら 指 向 性 が 無 く 、 進 入 外 気 及 び
清 浄 化 エ ア ー に よ り 一 定 空 間 内 で 乱 流 が 起 き な い 。 し た が っ て 、 上 記 一 定 空 間 内 に 喫 煙 用
空 気 清 浄 機 を 設 置 す れ ば 、 そ の 吸 込 容 量 を 増 や さ な く て も 、 竜 巻 式 吸 込 口 部 回 り の 紫 煙 の
有 効 吸 込 量 を 多 く で き 、 一 定 空 間 内 で 乱 流 が 起 き づ ら く 、 喫 煙 者 に 対 す る 影 響 を 軽 減 出 来
、 一 定 空 間 内 か ら の 紫 煙 漏 れ も 防 ぐ こ と が で き る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 請 求 項 ７ 記 載 の 考 案 は 、 乗 り 物 の 一 定 空 間 内 に 上 記 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 を 設 置 し て 喫 煙 室
と し て も 、 上 記 と 同 じ 効 果 を 奏 す る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 に 、 図 面 を 参 照 し て 本 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ は 本 考 案 の 実 施 例 １ を 示 す 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 の 一 部 を 断 面 し た 縦 断 面 図 、 図 ２ は 図
１ の 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 の 平 面 図 、 図 ３ は 図 １ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 線 に 沿 う 断 面 図 、 図 ４ は 図
１ の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 線 に 沿 う 断 面 図 、 図 ５ は 図 １ の 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 に お け る 竜 巻 式 吸 込 口 部
の 概 要 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 面 に お い て 、 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 １ は 、 乗 り 物 、 例 え ば 鉄 道
車 両 の 喫 煙 室 に 設 置 さ れ る も の で あ り 、 機 体 ２ 上 部 に 立 設 し て あ る 筒 体 ３ の 壁 面 に 少 な く
と も １ の エ ア ー 流 入 口 ４ を 接 線 方 向 に 設 け て 竜 巻 式 吸 込 口 部 ５ と す る と 共 に 、 機 体 ２ の 下
部 に 排 出 流 速 が ０ ． ２ ｍ ／ 秒 未 満 で あ る 排 出 口 部 ６ を 設 け 、 且 つ 竜 巻 式 吸 込 口 部 ５ と 気 流
的 に 下 流 と な る 排 出 口 部 ６ と の 間 の 機 体 ２ 内 に 空 気 清 浄 機 器 ７ 及 び 送 風 機 ８ を 設 け て な り
、 エ ア ー 流 入 口 ４ か ら エ ア ー を 吸 い 込 み 筒 体 ３ 内 で 竜 巻 ｔ と し 、 更 に 機 体 ２ 内 の 空 気 清 浄
機 器 ７ を 通 過 さ せ て 形 成 し た 清 浄 化 エ ア ー を 、 排 出 口 部 ６ か ら 排 出 流 速 ０ ． ２ ｍ ／ 秒 未 満
の 微 風 流 に し て 排 出 し 、 一 定 空 間 内 で の 乱 流 発 生 を 防 止 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 機 体 ２ は 、 そ の 背 面 板 １ ０ が 設 置 場 所 で あ る 鉄 道 車 両 の 形 状 に 合 わ せ て 外 側 に 湾 曲
し て い る が 、 概 ね 矩 形 を な し た 箱 体 で あ る 。 機 体 ２ の 上 面 板 １ １ に は 円 形 開 口 １ ２ が ２ つ
開 け ら れ 、 そ の 上 面 板 １ １ 上 に は 前 記 竜 巻 式 吸 込 口 部 ５ が 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ て 、 こ
の 竜 巻 式 吸 込 口 部 ５ と 機 体 ２ 内 部 と が 上 記 の 円 形 開 口 １ ２ に よ り 連 通 す る 。 そ し て 、 機 体
２ の 両 方 の 側 板 １ ２ に は 側 板 開 口 １ ３ が そ れ ぞ れ 開 け ら れ 、 そ の 両 方 の 側 板 １ ２ に は 前 記
排 出 口 部 ６ が 取 り 付 け ら れ て 、 こ の 排 出 口 部 ６ と 機 体 ２ 内 部 、 す な わ ち 下 記 の 風 箱 １ ６ と
が 上 記 の 側 板 開 口 １ ３ に よ り 連 通 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 方 、 機 体 ２ の 内 部 は 、 仕 切 板 １ ４ が 取 り 付 け ら れ て 、 そ の 上 部 空 間 が 空 気 清 浄 機 器 ７
及 び 送 風 機 ８ が 設 け ら れ る 機 械 室 １ ５ と な り 、 下 部 空 間 が エ ア ー を 一 旦 貯 め る 風 箱 １ ６ と
な っ て い る 。 そ し て 、 こ の 風 箱 １ ６ 内 に は マ イ ナ ス イ オ ン や 除 菌 イ オ ン の イ オ ン 発 生 機 １
７ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 竜 巻 式 吸 込 口 部 ５ は 、 既 述 の と お り 、 前 記 筒 体 ３ の 壁 面 に 少 な く と も １ の エ ア ー 流
入 口 ４ を 接 線 方 向 に 設 け た も の で あ り 、 そ の 具 体 的 な 構 成 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。 す な わ
ち 、 こ の 実 施 例 １ の 竜 巻 式 吸 込 口 部 ５ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 筒 体 ３ が ２ つ あ り 、 そ れ ぞ
れ の 筒 体 ３ に １ の エ ア ー 流 入 口 ４ が 設 け ら れ て な る も の で 、 正 面 板 ２ ０ と 、 機 体 ２ の 背 面
板 １ ０ と 同 じ く 設 置 場 所 で あ る 鉄 道 車 両 の 形 状 に 合 わ せ て 湾 曲 し て い る 背 面 板 ２ １ と を 、
両 側 の 側 板 ２ ２ 及 び 中 央 の 仕 切 板 ２ ３ に て つ な げ 、 更 に 、 導 流 仕 切 板 ２ ４ 、 天 井 板 ２ ５ 及
び 底 板 ２ ６ と で 形 成 し て い る 。 こ の 竜 巻 式 吸 込 口 部 ５ は 、 中 央 仕 切 板 ２ ３ に よ り ２ つ の 筒
体 ３ に 分 け ら れ 、 こ の 中 央 仕 切 板 ２ ３ 、 側 板 １ ２ 、 背 面 板 １ ０ 、 導 流 仕 切 板 ２ ４ 及 び 底 板
２ ６ に よ り 囲 わ れ て 、 ２ つ の 竜 巻 発 生 室 で あ る 筒 体 ３ （ 以 下 、 竜 巻 発 生 室 と い う ） が 形 成
さ れ 、 こ れ ら ２ つ の 竜 巻 発 生 室 ３ は 、 機 体 ２ の 上 面 板 １ １ に 設 け ら れ た ２ つ の 円 形 開 口 １
２ に 、 こ れ と 同 形 で 底 板 ２ ６ に 開 け た 孔 ２ ６ ａ に よ り 連 通 す る と 共 に 、 上 面 板 １ １ と 導 流
仕 切 板 ２ ４ と の 間 に 形 成 さ れ た エ ア ー 流 入 口 ４ と も 連 通 す る こ と に な る 。 そ し て 、 導 流 仕
切 板 ２ ４ に は 、 切 欠 ２ ４ ａ が 設 け ら れ 、 上 部 に 行 く に 従 い 湾 曲 し て 狭 ま っ て い る 竜 巻 発 生
室 ３ に エ ア ー が 吸 い 込 ま れ た 際 、 上 部 も 下 部 も 均 一 に 吸 い 込 ま れ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 し た が っ て 、 前 記 機 械 室 １ ５ 内 の 送 風 機 ８ を 駆 動 さ せ る と 、 機 体 ２ の 上 面 の 円 形 開 口 １
２ か ら エ ア ー が 機 械 室 １ ５ 内 に 吸 い 込 ま れ る か ら 、 そ れ に 連 動 し て エ ア ー 流 入 口 ４ か ら 外
部 の エ ア ー と 共 に 紫 煙 を 吸 い 込 む こ と に な り 、 吸 い 込 ま れ た エ ア ー は エ ア ー 流 入 口 ４ の 上
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面 板 １ １ と 導 流 仕 切 板 ２ ４ と に 導 か れ て 、 上 述 の と お り 上 部 、 下 部 と も 均 一 に 竜 巻 発 生 室
３ に 入 り 、 そ の 壁 面 に 沿 っ て 流 れ る こ と に よ り 旋 回 流 と な り 、 そ の 旋 回 流 の 軸 芯 部 に 位 置
し た 機 体 ２ の 円 形 開 口 １ ２ か ら エ ア ー が 吸 い 込 ま れ て い る か ら 、 こ の 旋 回 流 は 円 形 開 口 １
２ に 収 束 す る 竜 巻 ｔ と な る 。 こ の 竜 巻 ｔ は 、 い わ ゆ る 管 内 竜 巻 で あ り 、 こ の 竜 巻 ｔ の 特 性
で あ る 渦 収 束 性 に よ っ て 、 エ ア ー 流 入 口 ４ の 天 井 板 ２ ５ に 近 い 部 分 も 、 機 体 ２ の 上 面 板 １
１ に 近 い 部 分 も 、 更 に 、 こ れ ら の 中 間 部 分 も 、 ほ ぼ 均 一 に 外 部 の エ ア ー を 吸 い 込 む こ と に
な る 。 な お 、 エ ア ー 流 入 口 ４ に は ネ ッ ト 状 物 ４ ａ が 張 ら れ 、 吸 い 殻 や ゴ ミ な ど の 異 物 が 直
接 入 ら な い よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ し て 、 こ の 竜 巻 式 吸 込 口 部 ５ の 背 面 板 ２ １ 以 外 は す べ て 透 明 に し て 、 竜 巻 発 生 室 ３ 内
に 発 生 し た 竜 巻 ｔ を 外 部 か ら 見 え る よ う に し て い る 。 な お 、 背 面 板 ２ １ も 透 明 に し て も 無
論 良 い の で あ る が 、 よ り 竜 巻 発 生 室 ３ 内 に 発 生 し て い る 竜 巻 ｔ の 視 認 性 を 向 上 さ せ る た め
に 、 ラ イ ン 型 Ｌ Ｅ Ｄ な ど の ラ イ ト ２ ７ に よ り ラ イ ト ア ッ プ す る の で 、 こ の 場 合 背 面 板 ２ １
が 透 明 で な い ほ う が 竜 巻 ｔ が 見 や す く な る 。 ま た 、 こ の 竜 巻 式 吸 込 口 部 ５ は 、 機 体 ２ 対 し
着 脱 自 在 で あ り 、 そ の 結 果 、 時 の 経 過 と 共 に 透 明 の 竜 巻 発 生 室 ３ が 紫 煙 に よ り 汚 れ 、 竜 巻
ｔ が 見 づ ら く な っ て も 、 竜 巻 式 吸 込 口 部 ５ を 容 易 に 取 り 外 し 清 掃 し て 再 び 取 り 付 け る こ と
が で き る 。 し た が っ て 、 巻 式 吸 込 口 部 の 透 明 状 態 を 保 持 出 来 る か ら 、 紫 煙 の 吸 込 効 率 を 高
水 準 に 常 時 保 つ こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 排 出 口 部 ６ は 、 既 述 の と お り 、 機 体 ２ の 下 部 に 設 け て 、 そ の 排 出 流 速 が ０ ． ２ ｍ ／
秒 未 満 と す る も の で あ り 、 そ の 具 体 的 な 構 成 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。 す な わ ち 、 こ の 実 施
例 １ の 排 出 口 部 ６ は 、 機 体 ２ 下 部 の 両 側 に 翼 の よ う に 延 出 す る と 共 に 側 板 開 口 １ ３ を 覆 い
、 且 つ こ の 延 出 部 ３ ０ 内 に 邪 魔 板 ３ １ を 設 け て 、 延 出 部 ３ ０ の エ ア ー 排 出 面 ３ ２ か ら の 清
浄 化 エ ア ー を 、 ０ ． ２ ｍ ／ 秒 未 満 の 均 質 な 微 風 流 に す る も の で あ る 。 こ の エ ア ー 排 出 面 ３
２ は 、 延 出 部 ３ ０ 正 面 の 大 開 口 ３ ３ に ネ ッ ト 状 物 ３ ４ が 張 ら れ て な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 し た が っ て 、 前 記 送 風 機 ８ を 駆 動 さ せ る と 、 竜 巻 式 吸 込 口 部 ５ か ら エ ア ー を 吸 い 込 み 空
気 清 浄 機 器 ７ を 通 過 し て 清 浄 化 エ ア ー と な り 、 こ の 清 浄 化 エ ア ー は 、 機 械 室 １ ５ か ら 風 箱
１ ６ に 入 り 、 更 に 、 風 箱 １ ６ か ら ２ つ の 側 板 開 口 １ ３ に よ り ２ 手 に 分 か れ て 排 出 口 部 ６ の
延 出 部 ３ ０ に 入 り 、 邪 魔 板 ３ １ に よ り 流 速 が 減 衰 さ れ て エ ア ー 排 出 面 ３ ２ の 大 開 口 ３ ３ か
ら ネ ッ ト 状 物 ３ ４ を 通 り 、 排 出 流 速 ０ ． ２ ｍ ／ 秒 未 満 の 微 風 流 に し て 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 竜 巻 式 吸 込 口 部 ５ と 排 出 口 部 ６ と の 間 の 機 体 ２ に お け る 機 械 室 １ ５ 内 に は 、 既 述 の
と お り 、 前 記 空 気 清 浄 機 器 ７ 及 び 前 記 送 風 機 ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 空 気 清 浄 機 器 ７ は
、 吸 込 エ ア ー 中 の 比 較 的 大 き な 粒 子 を 除 去 す る プ レ フ ィ ル タ ー ４ ０ と 、 こ の プ レ フ ィ ル タ
ー ４ ０ に よ り 除 去 出 来 な か っ た 微 粒 子 を 除 去 す る 電 気 集 塵 機 ４ １ と 、 こ の 電 気 集 塵 機 ４ １
に よ り 除 去 出 来 な か っ た 超 微 細 粒 子 、 臭 気 成 分 並 び に 有 害 ガ ス 成 分 な ど を 除 去 す る 複 合 フ
ィ ル タ ー ４ ２ と の ３ 部 構 成 と な っ て い る 。 ま た 、 こ の 電 気 集 塵 機 ４ １ の 代 わ り に 、 少 な く
と も 微 細 粒 子 を 除 去 出 来 る メ カ ニ カ ル フ ィ ル タ ー を 用 い 、 更 に 、 超 微 細 粒 子 、 臭 気 成 分 並
び に 有 害 ガ ス 成 分 の 除 去 機 能 を も 併 せ 持 つ 超 高 性 能 な メ カ ニ カ ル フ ィ ル タ ー を 併 用 し て も
よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 前 記 送 風 機 ８ は 、 上 記 の 竜 巻 ｔ 及 び 排 出 口 部 ６ か ら の 排 出 流 速 ０ ． ２ ｍ ／ 秒 未 満 の 微 風
流 を 形 成 す る の に 必 要 と さ れ る 基 本 的 な 容 量 及 び 圧 力 に 、 上 記 の 空 気 清 浄 機 器 ７ の 負 荷 及
び そ の 他 の ロ ス に 対 す る 必 要 と す る 条 件 が 加 算 さ れ る こ と 以 外 、 特 に 限 定 が な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 １ の 機 体 ２ 、 竜 巻 式 吸 込 口 部 ５ 及 び 排 出 口 部 ６ に 情 報 媒 体 が 設
置 さ れ て い る と 、 喫 煙 者 は こ れ ら に 向 か っ て 喫 煙 し て い る か ら 、 必 然 的 に こ れ ら の 情 報 媒
体 を 見 る こ と に な る 。 こ の 情 報 媒 体 は 、 ポ ス タ ー 、 動 画 及 び 静 止 画 の 映 像 媒 体 な ど 、 特 に
限 定 が な い 。 そ の 内 容 も ニ ュ ー ス 、 天 気 予 報 、 広 告 な ど 特 に 限 定 が な い 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ し て 、 こ の 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 １ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 一 定 空 間 、 例 え ば 乗 り 物 で あ
る 鉄 道 車 両 ５ ０ の 喫 煙 室 ５ １ に 設 置 さ れ る 。 こ の 喫 煙 室 ５ １ に は 換 気 口 ５ ２ 及 び 流 入 口 ５
３ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 流 入 口 ５ ３ の 流 入 面 積 は 、 換 気 口 ５ ２ に お け る 換 気 風 量 に 対 し
て 、 ０ ． ２ ｍ ／ 秒 未 満 の 流 入 風 速 と な る よ う に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 し た が っ て 、 喫 煙 室 ５ １ の 換 気 口 ５ ２ か ら エ ア ー を 換 気 す る と 、 そ の 換 気 風 量 に 見 合 う
外 気 が 流 入 口 ５ ３ か ら ０ ． ２ ｍ ／ 秒 未 満 の 流 速 に て 進 入 す る が 、 進 入 外 気 は 流 速 が 遅 い た
め 指 向 性 を 持 た ず 、 一 方 、 喫 煙 室 ５ １ 内 設 置 の 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 １ に お け る 排 出 口 部 ６ か
ら の 清 浄 化 エ ア ー も 、 ０ ． ２ ｍ ／ 秒 未 満 の 微 風 流 で あ る か ら 指 向 性 が 無 く 、 進 入 外 気 及 び
清 浄 化 エ ア ー に よ り 喫 煙 室 ５ １ 内 で 乱 流 が 起 き る こ と が な い 。 こ の た め 、 喫 煙 室 ５ １ 内 に
本 発 明 の 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 １ を 設 置 す れ ば 、 そ の 吸 込 容 量 を 増 や さ な く て も 、 竜 巻 式 吸 込
口 部 回 り の 紫 煙 の 有 効 吸 込 量 を 多 く で き 、 喫 煙 室 ５ １ 内 で 乱 流 が 起 き づ ら く 、 喫 煙 者 に 対
す る 影 響 を 軽 減 出 来 、 喫 煙 室 ５ １ 内 か ら の 紫 煙 漏 れ も 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 上 記 構 成 に な る 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 １ の 使 用 状 況 を 説 明 す る 。
　 ま ず 、 鉄 道 車 両 ５ ０ の 喫 煙 室 ５ １ 内 に 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 １ を 設 置 す る 。 そ の 際 、 喫 煙 室
５ １ の 流 入 口 ５ ３ の 流 入 面 積 は 、 換 気 口 ５ ２ か ら の 換 気 風 量 に よ り ０ ． ２ ｍ ／ 秒 未 満 の 流
入 風 速 と な る よ う に 設 定 す る 。 そ し て 、 機 体 ２ 内 の 送 風 機 ８ を 駆 動 さ せ た 状 態 で 、 喫 煙 室
５ １ 内 で 喫 煙 者 が た ば こ を 吸 う と 、 紫 煙 が 発 生 し 、 そ の 紫 煙 は 、 周 囲 の エ ア ー と 共 に 竜 巻
式 吸 込 口 部 ５ の エ ア ー 流 入 口 ４ か ら 、 既 に 竜 巻 発 生 室 ３ 内 に 発 生 し て い る 竜 巻 ｔ の 特 性 に
よ る 均 一 吸 込 、 且 つ 接 線 方 向 に 流 入 し 、 竜 巻 発 生 室 ３ の 壁 面 に ガ イ ド さ れ て 新 た な 竜 巻 ｔ
と な り 、 そ の 後 円 形 開 口 １ ２ か ら 機 体 ２ の 機 械 室 １ ５ 内 に 入 り 空 気 清 浄 機 器 ７ に て 清 浄 化
さ れ 、 そ の 清 浄 化 エ ア ー は 風 箱 １ ６ に 入 り イ オ ン 発 生 機 １ ７ か ら の マ イ ナ ス イ オ ン や 除 菌
イ オ ン と 混 ざ り 、 そ れ ぞ れ の 効 果 を 受 け 、 そ の 後 、 側 板 開 口 １ ３ か ら 排 出 口 部 ６ に 入 り 、
邪 魔 板 ３ １ に て 清 浄 化 エ ア ー の 流 速 が 減 衰 さ れ て 、 エ ア ー 排 出 面 ３ ２ か ら ０ ． ２ ｍ ／ 秒 未
満 の 微 風 流 の 清 浄 化 エ ア ー と し て 喫 煙 室 ５ １ 内 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 喫 煙 室 ５ １ の 流 入 口 ５ ３ の 流 入 面 積 は 、 換 気 口 ５ ２ の 換 気 風 量 に 対 し ０ ． ２ ｍ ／
秒 未 満 の 流 入 風 速 と な る よ う に 、 設 定 さ れ て い る か ら 、 流 入 口 ５ ３ か ら の 進 入 外 気 も ０ ．
２ ｍ ／ 秒 未 満 の 微 風 流 と な る の で 、 互 い に 指 向 性 が 無 く 上 記 清 浄 化 エ ア ー と で 乱 流 と な る
こ と が 無 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 一 方 、 竜 巻 発 生 室 ３ 内 に 発 生 し て い る 竜 巻 ｔ は 、 背 面 板 ２ １ 以 外 の 竜 巻 式 吸 込 口 部 ５ が
す べ て 透 明 で あ る か ら 、 喫 煙 者 は ラ イ ト ２ ７ に よ り ラ イ ト ア ッ プ さ れ た 竜 巻 ｔ を 見 る こ と
が 出 来 、 し か も 、 そ の 竜 巻 ｔ は 紫 煙 が 無 い と 見 え な い か 見 づ ら い の で 、 喫 煙 者 は 積 極 的 に
竜 巻 式 吸 込 口 部 ５ の エ ア ー 流 入 口 ４ に 向 け て 紫 煙 を 吐 き 出 す こ と に な る 。 し た が っ て 、 喫
煙 用 空 気 清 浄 機 １ 自 体 の 吸 込 容 量 を 増 や さ な い で も 、 紫 煙 の 有 効 吸 込 量 を 多 く で き 、 そ の
上 清 浄 化 エ ア ー 及 び 外 部 流 入 エ ア ー に よ る 乱 流 も 起 き づ ら い か ら 、 喫 煙 者 に 対 す る 影 響 を
軽 減 出 来 、 喫 煙 室 ５ １ 内 か ら の 紫 煙 漏 れ も 防 ぐ こ と が で き る 。 そ の 上 、 竜 巻 式 吸 込 口 部 ５
に 紫 煙 が 付 着 し て 竜 巻 ｔ が 見 づ ら く な れ ば 、 竜 巻 式 吸 込 口 部 ５ は 着 脱 自 在 で あ る か ら 、 容
易 に 洗 浄 出 来 る 。 竜 巻 式 吸 込 口 部 ５ の 予 備 が １ つ あ れ ば 、 清 浄 後 の 透 明 な 竜 巻 式 吸 込 口 部
５ と 汚 れ て 透 明 性 の 低 い 竜 巻 式 吸 込 口 部 ５ と を 交 換 す る こ と で 、 常 時 竜 巻 ｔ を 視 認 出 来 そ
れ に よ る 効 果 も 常 時 享 受 出 来 る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 上 、 本 考 案 の 実 施 例 １ を 説 明 し た が 、 具 体 的 な 構 成 は こ れ に 限 定 さ れ ず 、 本 考 案 の 要
旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で の 変 更 ・ 追 加 、 各 請 求 項 に お け る 他 の 組 み 合 わ せ に か か る も の も 、
適 宜 可 能 で あ る こ と が 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
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　 本 考 案 の 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 は 、 喫 煙 室 、 喫 煙 コ ー ナ ー な ど に 設 置 利 用 自 在 で あ る が 、 特
に 、 鉄 道 車 両 な ど の 少 な い 換 気 風 量 の 喫 煙 室 で 、 吸 込 容 量 を 増 や さ な い で 、 紫 煙 の 有 効 吸
込 量 を 多 く で き 、 喫 煙 者 に 対 す る 影 響 を 軽 減 出 来 、 そ の 上 喫 煙 室 か ら の 紫 煙 漏 れ を 防 ぎ た
い よ う な 場 合 に 、 利 用 可 能 性 が 極 め て 高 く な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 　 本 考 案 の 実 施 の 形 態 を 示 す 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 の 一 部 を 断 面 し た 縦 断 面 図 で あ る
（ 実 施 例 １ ） 。
【 図 ２ 】 　 図 １ の 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 の 平 面 図 で あ る （ 実 施 例 １ ） 。
【 図 ３ 】 　 図 １ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る （ 実 施 例 １ ） 。
【 図 ４ 】 　 図 １ の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る （ 実 施 例 １ ） 。
【 図 ５ 】 　 図 １ の 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 に お け る 竜 巻 式 吸 込 口 部 の 概 要 を 示 す 斜 視 図 で あ る （
実 施 例 １ ） 。
【 図 ６ 】 　 鉄 道 車 両 の 喫 煙 室 に 喫 煙 用 空 気 清 浄 機 を 設 置 し た 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る （ 実
施 例 １ ） 。
【 図 ７ 】 　 従 来 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 　 従 来 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 　 従 来 例 の 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
１ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 喫 煙 用 空 気 清 浄 機
２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 機 体
３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 筒 体 （ 竜 巻 発 生 室 ）
４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 エ ア ー 流 入 口
４ ａ 、 ３ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 ネ ッ ト 状 物
５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 竜 巻 式 吸 込 口 部
６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 排 出 口 部
７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 空 気 清 浄 機 器
８ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 送 風 機
１ ０ 、 ２ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 背 面 板
１ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 上 面 板
１ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 円 形 開 口
１ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 側 板 開 口
１ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 仕 切 板
１ ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 機 械 室
１ ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 風 箱
１ ７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 イ オ ン 発 生 機
２ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 正 面 板
２ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 側 板
２ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 中 央 仕 切 板
２ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 導 流 仕 切 板
２ ４ ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 切 欠
２ ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 天 井 板
２ ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 底 板
２ ６ ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 孔
２ ７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ラ イ ト
３ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 延 出 部
３ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 邪 魔 板
３ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 エ ア ー 排 出 面
３ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 大 開 口
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４ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ フ ィ ル タ ー
４ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 電 気 集 塵 機
４ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 脱 臭 フ ィ ル タ ー
５ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鉄 道 車 両
５ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 喫 煙 室
５ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 換 気 口
５ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 流 入 口
Ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 喫 煙 空 間
ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 喫 煙 カ ウ ン タ ー
ａ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 喫 煙 ユ ニ ッ ト
ａ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 気 流 制 御 型 分 煙 機
Ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 非 喫 煙 空 間
ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 カ ウ ン タ ー 本 体
ｃ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 排 気 口
ｄ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 吸 気 口
ｅ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 遮 蔽 板
ｆ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 支 柱
ｇ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 天 井 部
ｈ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 吹 出 口
ｉ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 エ ア ー カ ー テ ン
ｊ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 床
ｋ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 柱
ｍ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 機 械 本 体
ｎ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 箱 体
ｏ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 パ ネ ル
Ｑ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 外 部 巻 込 み エ ア ー 量
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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